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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

第4章 計画段階配慮事項ごとの調査、予測及び評価の結果 

4.1 計画段階配慮事項の選定 

計画段階配慮事項については、主務省令注）別表第 5 に示される風力発電所に係る参考項目（影

響を受けるおそれがあるとされる環境要素に係る項目）を勘案し、事業特性及び地域特性を踏

まえて、重大な影響のおそれのある環境要素を選定した。 

計画段階配慮事項の選定結果は、表 4.1-1 に示すとおりである。 

工事の実施に関する影響要因は、各環境要素とも周辺環境に一時的に影響を与えるおそれは

あるが、現時点では配置や工事計画が決定していない。また、環境影響評価方法書以降に検討

する環境保全措置の検討によって、影響を回避・低減することが可能であるため、重大な影響

が生じないものと判断し、選定しなかった。 

このため、土地又は工作物の存在及び供用に係る影響要因である「騒音及び超低周波音」、「重

要な地形及び地質」、「風車の影」、「動物」、「植物」、「生態系」、「景観」、「人と自然との触れ合

いの活動の場」の 8 項目を選定した。 

なお、「計画段階配慮手続に係る技術ガイド」（平成 25 年 3 月、環境省計画段階配慮技術手法

に関する検討会）において、「計画熟度が低い段階では、工事の内容や期間が決定していないた

め予測評価が実施できない場合もある。このような場合には、計画熟度が高まった段階で検討

の対象とすることが望ましい。」とされている。 

本計画段階環境配慮書（以下「配慮書」という。）においても、工事中の影響を検討するため

の工事計画等まで決まるような熟度にないことから、工事の実施による影響は対象としないこ

ととしたが、方法書以降の手続きにおいて「工事用資材等の搬出入、建設機械の稼働及び造成

等の施工による一時的な影響」に係る予測及び評価を実施する。 

ただし、事業実施想定区域内に避難指示を出されている区域が含まれるため、「一般環境中の

放射性物質（放射線の量）」を環境影響評価項目として追加した。 

計画段階配慮事項として選定する理由又は選定しない理由は、表 4.1-2に示すとおりである。 

 

注）正式名称：「発電所の設置又は変更の工事の事業に係る計画段階配慮事項の選定並びに当該計画段階配慮事

項に係る調査、予測及び評価の手法に関する指針、環境影響評価の項目並びに当該項目に係る調査、予測及

び評価を合理的に行うための手法を選定するための指針並びに環境の保全のための措置に関する指針等を

定める省令」（平成 10 年 6 月 12 日、通商産業省令第 54 号） 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

表 4.1-1 計画段階配慮事項の選定 

 

　　影響要因の区分

　　環境要素の区分

工
事
用
資
材
等
の
搬
出
入

建
設
機
械
の
稼
働

造
成
等
の
施
工
に
よ
る
一
時
的
な
影
響

地
形
改
変
及
び
施
設
の
存
在

施
設
の
稼
働

× ×

× ×

× × ○

超低周波音 ○

振動 × ×

水質 × ×

底質 ×

地形及び
地質

○

その他 ○

× ○ ○

× ×

× ○

× ×

× ○ ○

○

× ○

×

×

○ ○ ○

注）○：主務省令別表第5に規定する環境影響評価項目のうち、対象事業において選定した項目
　　×：主務省令別表第5に規定する環境影響評価項目のうち、事業特性及び地域特性を考慮した結果、非選定とした項目
　　　　　は主務省令別表第5に規定する環境影響評価項目のうち、参考項目であることを示す。
　　事業実施想定区域内に避難指示を出されている区域が含まれるため、「一般環境中の放射性物質（放射線の量）」を環境影響評価項目として追加した。
　　なお、「一般環境中の放射性物質（放射線の量）」は主務省令別表第5に規定する環境影響評価項目の参考項目ではない。

工事の実施
土地又は工作物
の存在及び供用

環境の自然的構成要素の
良好な状態の保持を旨と
して、調査、予測及び評
価されるべき環境要素

大気環境

大気質
窒素酸化物

粉じん等

騒音
騒音

振動

海域に生育する植物

生態系
地域を特徴づける
生態系

水環境
水の濁り

有害物質

その他
の環境

重要な地形及び地質

風車の影

廃棄物等

産業廃棄物

残土

一般環境中の放射性物質

生物の多様性の確保及び
自然環境の体系的保全を
旨として調査、予測及び
評価されるべき環境要素

動物

重要な種及び注目すべき生息地
(海域に生息するものを除く)

海域に生息する動物

植物

重要な種及び重要な群落
(海域に生育するものを除く)

放射線の量

備考

一　○印は、各欄に掲げる環境要素が、影響要因の区分の項に掲げる各要因により影響を受けるおそれがあるものであることを示す。
二　この表における「影響要因の区分」は、次に掲げる発電所における一般的な事業の内容を踏まえ区分したものである。
　　　イ　工事の実施に関する内容

　　　　(1)　工事用資機材の搬出入として、建築物、工作物等の建築工事に必要な資材の搬出入、工事関係者の通勤、残土、伐採樹木、廃材の搬出を行う。
　　　　(2)　建設機械の稼働として、建築物、工作物等の設置工事(既設工作物の撤去又は廃棄を含む。)を行う。なお、海域に設置される場合は、しゅんせつ工事を含む。
　　　　(3)　造成等の施工として、樹木の伐採等、掘削、地盤改良、盛土等による敷地、搬入道路の造成、整地を行う。なお、海域に設置される場合は、海底の掘削等を含む。

　　　ロ　土地又は工作物の存在及び供用に関する内容
　　　　(1)　地形改変及び施設の存在として、地形改変等を実施し建設された風力発電所を有する。なお、海域に設置される場合は、海域における地形改変を伴う。
　　　　(2)　施設の稼働として、風力発電所の運転を行う。
三　この表において「粉じん等」とは、粉じん、ばいじん及び自動車の運行及び建設機械の稼働に伴い発生する粒子状物質をいう。

四　この表において「重要な地形及び地質」、「重要な種」、「重要な種及び重要な群落」とは、学術上又は希少性の観点から重要であるものをいう。
五　この表において「風力発電機の影」とは、影が回転して地上に明暗が生じる現象(シャドーフリッカー)をいう。
六　この表において「注目すべき生息地」とは、学術上又は希少性の観点から重要であること、地域の象徴であることその他の理由により注目すべき生息地をいう。

七　この表において「主要な眺望点」とは不特定かつ多数のものが利用している眺望する場所をいう。

八　この表において「主要な眺望景観」とは、主要な眺望点から景観資源を眺望する景観をいう。
九　この表において「主要な人と自然との触れ合いの場」とは、不特定かつ多数のものが利用している人と自然との触れ合いの活動の場をいう。

人と自然との豊かな触れ
合いの確保を旨として調
査、予測及び評価される
べき環境要素

景観
主要な眺望点及び景観資源並びに主要な眺望
景観

人と自然との触れ合いの
活動の場

主要な人と自然との触れ合いの活動の場

環境への負荷の量の程度
により予測及び評価され
るべき環境要素
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表 4.1-2(1) 計画段階配慮事項として選定する項目又は選定しない項目 

 
 

 

選定 影響要因 選定又は非選定とした理由

×
工事用資材等
の搬出入

× 建設機械の稼働

×
工事用資材等
の搬出入

× 建設機械の稼働

×
工事用資材等
の搬出入

× 建設機械の稼働

○ 施設の稼働

風力発電機に起因する騒音による周辺住居等への影響の
程度を把握するため、選定した。

超低周波音 ○ 施設の稼働

風力発電機に起因する騒音による周辺住居等への影響の
程度を把握するため、選定した。

×
工事用資材等
の搬出入

× 建設機械の稼働

× 建設機械の稼働

河川や海域を海域を改変せず、影響はないため、非選定
とした。

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

底質 有害物質 × 建設機械の稼働

対象事業ではしゅんせつ工事等、海域を改変せず、影響
はないため、非選定とした。

地形及び
地質

重要な地形
及び地質

○
地形改変及び
施設の存在

事業実施想定区域内に学術上又は希少性の観点から重要
である地形及び地質に位置していることから、選定し
た。

その他の
環境要素

風車の影 ○ 施設の稼働

事業実施想定区域及びその周辺に住居が位置することか
ら、選定した。

環境要素の区分

大
気
環
境

大気質

窒素酸化物

粉じん等

騒音

騒音

振動

水
環
境

水質 水の濁り

そ
の
他
の
環
境

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。
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表 4.1-2(2) 計画段階配慮事項として選定する項目又は選定しない項目 

 

選定 影響要因 選定又は非選定とした理由

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

○
地形改変及び
施設の存在

○ 施設の稼働

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

×
地形改変及び
施設の存在

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

○
地形改変及び
施設の存在

既存資料による調査の結果、事業実施想定区域が位置す
る二次メッシュで重要な植物が抽出され、当該区域には
自然林、湿地など様々な環境が分布していることから、
選定した。

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

×
地形改変及び
施設の存在

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

○
地形改変及び
施設の存在

○ 施設の稼働

景
観

○
地形改変及び
施設の存在

事業実施想定区域には主要な景観資源が位置しており、
また、眺望点候補地も分布している。対象事業で設置す
る風力発電機は高層工作物であることから、これらへの
影響を把握するため、選定した。

海域に生息する動物

植
物

重要な種及び群落

環境要素の区分

既存資料による調査の結果、事業実施想定区域が位置す
る二次メッシュで重要な植物が抽出され、当該区域には
自然林、湿地など様々な環境が分布していることから、
選定した。

「環境影響評価法に基づく基本的事項等に関する技術検
討委員会報告書」（平成24年3月　環境省総合政策局）
によると、“生態系”については重要な自然環境のまと
まりの場として把握し、これらの影響の程度（改変・分
断の程度等）を把握することとしている。
重要な自然環境のまとまりの場として、事業実施想定区
域において自然林などの環境が位置していることから、
選定した。

動
物

重要な種及び注目すべ
き生息地（海域に生息
するものを除く）

生
態
系

地域を特徴づける生態
系

対象事業は海域における事業ではなく、影響はないた
め、非選定とした。

対象事業は海域における事業ではなく、影響はないた
め、非選定とした。

海域に生育する植物

主要な眺望点及び景観
資源並びに主要な眺望
景観
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表 4.1-2(3) 計画段階配慮事項として選定する項目又は選定しない項目 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選定 影響要因 選定又は非選定とした理由

×
工事用資材等
の搬出入

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

○
地形改変及び
施設の存在

事業実施想定区域内に主要な人と自然との触れ合いの活
動の場が位置していることから、これらへの影響の程度
を把握するため、選定した。

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

×
造成等の施工によ
る一時的な影響

○
工事用資材等
の搬出入

○ 建設機械の稼働

○
造成等の施工によ
る一時的な影響

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質

放射線の量

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと考えられる。
しかしながら事業実施想定区域内には、避難指示を出さ
れている区域が含まれることから、事業の実施にあたっ
て留意すべき事項を整理するため、選定した。

人

と

自

然

と

の

触

れ

合

い

の

活

動

の

場

主要な人と自然との触
れ合いの活動の場

周辺環境に一時的に影響を与えるおそれはあるが、現時
点では風車配置や工事計画が決定していない。また、方
法書以降に検討する環境保全措置の検討によって、影響
を回避・低減することが可能であるため、重大な影響が
生じないものと判断し、非選定とした。

環境要素の区分

廃
棄
物
等

産業廃棄物

残土
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.2 調査、予測及び評価の手法の選定 

選定した計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の手法は表 4.2-1 に示す。 

 

表 4.2-1(1) 計画段階配慮事項の調査、予測及び評価の手法 

 
 

環境
要素

影響要因 調査の手法 予測の手法 評価の手法

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲の保全対象の状況を把握で
きる手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における保全対象へ
の影響の程度を把握できる手
法であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】

事業実施想定区域及びその周
囲の保全対象の状況を把握で
きる手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における保全対象へ
の影響の程度を把握できる手
法であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲の保全対象の状況を把握で
きる手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における保全対象へ
の影響の程度を把握できる手
法であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

地形の改変及び施
設の存在

施設の稼働

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲における重要な種及び重要
な生息地の状況を把握できる
手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における重要な種及
び重要な生息地への影響の程
度を把握できる手法であるた
め。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

地
形
及
び
地
質

地形の改変及び施
設の存在

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の重要な地
形及び地質の分布状況を調査
した。

動
物

事業実施想定区域と重要な動
物の生息環境、重要な生息地
の重ね合わせにより、直接改
変及び風車の稼働に伴う生息
環境及び重要な生息地の変化
の程度を整理した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲内で回避又
は低減されているかどうかを
評価した。

専門家等へのヒアリングによ
り事業実施想定区域及びその
周囲の重要な動物の生息状
況、重要な生息地の分布状況
を調査した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲内で回避又
は低減されているかどうかを
評価した。

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の住居、学
校、病院、福祉施設等の分布
状況を調査した。

騒
音
及
び
超
低
周
波
音

施設の稼働 既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の住居、学
校、病院、福祉施設等の分布
状況を調査した。

騒音及び超低周波音の影響が
及ぶと考えられる範囲内に位
置する住居、学校、病院、福
祉施設等を抽出した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲内で回避又
は低減されているかどうかを
評価した。

事業実施想定区域と重要な地
形及び地質の重ね合わせによ
り、直接改変に伴う変化の程
度を整理した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲内で回避又
は低減されているかどうかを
評価した。

風車の影が及ぶと考えられる
範囲内に位置する住居、学
校、病院、福祉施設等を抽出
した。

風
車
の
影

施設の稼働
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表 4.2-1(2) 計画段階配慮事項の調査、予測及び評価の手法 

 
 

 

環境
要素

影響要因 調査の手法 予測の手法 評価の手法

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲における重要な植物、重要
な植物群落、巨樹・巨木林の
状況を把握できる手法である
ため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における重要な種、
重要な植物群落、巨樹・巨木
林への影響の程度を把握でき
る手法であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

地形改変及び施設
の存在

施設の稼働

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】

事業実施想定区域及びその周
囲における重要な自然環境の
まとまりの場のまとまりの場
の状況を把握できる手法であ
るため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における重要な自然
環境のまとまりの場への影響
の程度を把握できる手法であ
るため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲における景観資源及び主要
な眺望点の状況を把握できる
手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における景観資源、
主要な眺望点及び主要な眺望
景観への影響の程度を把握で
きる手法であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲における人と自然との触れ
合いの活動の場の状況を把握
できる手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の状況における人と自然と
の触れ合いの活動の場への影
響の程度を把握できる手法で
あるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

【手法の選定理由】 【手法の選定理由】 【手法の選定理由】
事業実施想定区域及びその周
囲における放射線量を把握で
きる手法であるため。

事業実施想定区域及びその周
囲の放射線量に留意すべき事
項を効果的に把握できる手法
であるため。

事業実施にあたって重大な影
響が実行可能な範囲内で回避
又は低減されているかどうか
を評価できる手法であるた
め。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲で回避又は
低減されているかどうかを評
価した。

一
般
環
境
中
の
放
射
性
物
質

工事用資材等
の搬出入

建設機械の稼働

造成等の施工によ
る一時的な影響

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の放射線量
を調査した。

事業実施想定区域及びその周
囲における留意すべき事項を
関係機関へのヒアリングに
よって把握した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲で回避又は
低減されているかどうかを評
価した。

人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
の

活
動
の
場

地形改変及び施設
の存在

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の人と自然
との触れ合いの活動の場の分
布状況を調査した。

事業実施想定区域及びその周
囲の人と自然との触れ合いの
活動の場の改変の程度を整理
した。

景
観

地形改変及び施設
の存在

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の景観資源
及び主要な眺望点の分布状況
を調査した。

植
物

事業実施想定区域及びその周
囲の景観資源及び主要な眺望
点の改変の程度、主要な眺望
点からの風力発電機の視認可
能性、主要な眺望景観の変化
の程度を整理した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲で回避又は
低減されているかどうかを評
価した。

生
態
系

既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の重要な自
然環境のまとまりの場の分布
状況を調査した。

事業実施想定区域と重要な自
然環境のまとまりの場の重ね
合わせにより直接改変及び風
車の稼働に伴う重要な自然環
境のまとまりの場の変化の程
度を整理した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲で回避又は
低減されているかどうかを評
価した。

事業実施想定区域と重要な植
物の生育環境、重要な植物群
落、巨樹・巨木林の重ね合わ
せにより、直接改変に伴う生
育環境、重要な植物群落、巨
樹・巨木林の変化の程度を整
理した。

予測結果に従い、重大な影響
が実行可能な範囲内で回避又
は低減されているかどうかを
評価した。

地形の改変及び施
設の存在

専門家等へのヒアリング及び
既存資料により事業実施想定
区域及びその周囲の重要な植
物の生育状況、重要な植物群
落、巨樹・巨木林の分布状況
を調査した。
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.3 調査、予測及び評価の結果 

4.3.1 騒音及び超低周波音 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況 

・事業実施想定区域及びその周囲の環境基準等の類型指定など法令による地域の指定状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、表 4.3-1 に示す。 

 

表 4.3-1 調査手法 

 
 

(3)調査地域 

調査地域は、計画段階環境配慮書の「第 3 章 事業実施想定区域及びその周囲の概況」と

同じ範囲とした。 

 

(4)調査結果 

①  住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.2.5 学校、病院その他の環境の保全についての

配慮が特に必要な施設の配置の状況及び住宅の配置の概況」に示す。 

 

②  環境基準等の類型指定など法令による地域の指定状況 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.2.2 土地利用の状況」に示す。 

事業実施想定区域及びその周囲においては、用途地域に指定されている地域があり、法

令で指定された環境基準等の類型指定区域が存在している。詳細は、図 4.3-1 及び計画段

階環境配慮書の「3.2.8 環境保全を目的として法律等により指定された地域その他の対象

及び当該対象に係る規制の内容その他の環境保全に関する施策の内容」に示す。 

  

調査項目 調査手法

事業実施想定区域及びその周囲の住居、
学校、病院、福祉施設等の分布状況

国土数値情報、基盤地図（以上、国土地
理院）等の既存文献の収集整理

事業実施想定区域及びその周囲の環境基
準等の類型指定など法令による地域の規
制状況

福島県環境白書等の既存文献の収集整理
法令等の整理
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図 4.3-1 用途地域指定図  

出典等:「国土数値情報 用途地域」(国土数値情報サービ

ス)を使用して作成した。 
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2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は、以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況

と事業実施想定区域を重ね合わせ、事業実施想定区域及びその周囲について、住居数及び学校、

病院、福祉施設等の施設分布状況を整理した。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

予測結果は、図 4.3-2、図 4.3-3 に示すとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲には、住居及び学校、病院、福祉施設等の施設が分布して

いる。 
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図 4.3-2 事業実施想定区域及びその周囲における住宅等の分布状況  

出典等:「建築物の外周線」（基盤地図情報ダウンロ

ードサービス）を参考にして作成した。 
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図 4.3-3 事業実施想定区域及びその周囲における学校、医療機関、 

福祉施設等の分布状況  

出典等:「国土数値情報 学校」、「国土数値情報 医

療機関」、「国土数値情報 福祉施設」（以上、国土

数値情報サービス）を参考にして作成した。 
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、事業実施想定区域及びその周囲には法令で指定された環境基準等の類型指定

区域の一部と住居等が存在していた。これらの住居等は、騒音及び超低周波音による重大な影

響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○関係自治体に最新の住居等の分布状況を確認した上で配置等を検討する。 

○住居及び配慮が特に必要な施設からの距離に留意して風力発電機の配置を検討する。た

だし、止むを得ず、近傍に風力発電機を設置する場合には、詳細な調査や住民への十分

な説明を行った上で、配置を決定する。 

○超低周波音を含めた音環境を把握し、環境基準及び騒音等の増分量を考慮し、風力発電

機の配置を決定する。 
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4.3.2 風車の影 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は以下のとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、表 4.3-2 に示す。 

 

表 4.3-2 調査手法 

 
 

(3)調査地域 

調査地域は、計画段階環境配慮書の「第 3 章 事業実施想定区域及びその周囲の概況」と

同じ範囲とした。 

 

(4)調査結果 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.2.5 学校、病院その他の環境の保全についての配

慮が特に必要な施設の配置の状況及び住宅の配置の概況」に示す。 

 

調査項目 調査手法

事業実施想定区域及びその周囲の住居、
学校、病院、福祉施設等の分布状況

国土数値情報、基盤地図（以上、国土地
理院）等の既存文献の収集整理
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下に示す。 

・事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域及びその周囲の住居、学校、病院、福祉施設等の分布状況

と事業実施想定区域を重ね合わせ分布状況を整理するものとした。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

予測結果は、図 4.3-4、図 4.3-5 に示すとおりである。 

事業実施想定区域内には、住居及び学校、病院、福祉施設等の施設が分布している。 
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図 4.3-4 事業実施想定区域及びその周囲における住宅等の分布状況  

出典等:「建築物の外周線」（基盤地図情報ダウンロ

ードサービス）を参考にして作成した。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3-5 事業実施想定区域及びその周囲における学校、医療機関、 

福祉施設等の分布状況  

出典等:「国土数値情報 学校」、「国土数値情報 医

療機関」、「国土数値情報 福祉施設」（以上、国土

数値情報サービス）を参考にして作成した。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、事業実施想定区域及びその周囲に住居等が存在していた。これらの住居等は、

風車の影による重大な影響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○関係自治体に最新の住居等の分布状況を確認した上で配置等を検討する。 

○住居及び配慮が特に必要な施設からの距離に留意して風力発電機の配置等を検討する。 

○風車の影に関するシミュレーションを実施し、影響範囲及び時間を定量的に把握し、風

力発電機の配置等を決定する。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.3.3 重要な地形及び地質 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下のとおりとした。 

・重要な地形及び地質の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、既存資料によるものとした。 

 

(3)調査地域 

調査地域は、計画段階環境配慮書の「第 3 章 事業実施想定区域及びその周囲の概況」と

同じ範囲とした。 

 

(4)調査結果 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.1.4 地形及び地質の状況」を参考とした。 

調査結果を図 4.3-6 に示す。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.3-6 重要な地形及び地質位置図  

出典等:「日本の典型地形 都道府県別一覧」（平成 11 年（財）日本地図センター） 

を使用して作成した。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下に示すとおりとした。 

・重要な地形及び地質の改変の程度 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域と重要な地形及び地質の重ね合わせにより、直接改変に伴

う重要な地形及び地質の程度を整理した。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

予測結果は、表 4.3-3 に示すとおりである。 

事業実施想定区域及びその周囲では、「双葉断層」「二ッ箭断層」「木戸川峡谷」「女平」が

該当し、重要な地形及び地質への影響は表 4.3-3 に示すとおりと予測する。 

 

表 4.3-3 重要な地形及び地質の予測の結果 

 

名称 所　　在　　地 予測結果

双葉断層

相馬市、南相馬市、相馬郡新
地町、双葉郡浪江町、双葉郡
双葉町、双葉郡大熊町、双葉
郡富岡町、双葉郡楢葉町

事業実施想定区域内に位置することから、事
業実施による影響を受ける可能性があると予
測する。

二ッ箭断層 いわき市
事業実施想定区域内に位置することから、事
業実施による影響を受ける可能性があると予
測する。

木戸川峡谷 楢葉町、川内村
事業実施想定区域内に位置することから、事
業実施による影響を受ける可能性があると予
測する。

女平 楢葉町
事業実施想定区域内に位置することから、事
業実施による影響を受ける可能性があると予
測する。
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、事業実施想定区域及びその周囲に位置しない重要な地形及び地質については、

直接改変による重大な影響を受ける可能性は低い。 

事業実施想定区域及びその周囲に位置している重要な地形及び地質ついては、直接改変に

より重大な影響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○重要な地形・地質の分布に留意し、風力発電機の配置等を検討する。 

○組立サイトの検討にあたっては、重要な地形及び地質への影響に配慮し、大規模な造成

を伴わないよう設計計画を検討する。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.3.4 動物 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下に示す。 

・事業実施想定区域及びその周囲の重要な動物の生息状況 

・事業実施想定区域及びその周囲の重要な生息地の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、最新の知見を有する専門家等にヒアリングを行った。 

ヒアリングにあたっては、計画段階環境配慮書の「第 3 章 3.1.5 動植物の生息又は生育、

植生及び生態系の状況」に示す重要な種や植生の情報を専門家等へ提示して、抽出された重要

な種のうち、特に留意すべき種や生息地等について確認を行った。ヒアリング日時を表 4.3-4

に示す。 

 

表 4.3-4 ヒアリング日時 

専門家等 専門分野 日時 

A 氏 哺乳類 平成 27 年 10 月 3 日  10 時 00 分～12 時 00 分 

B 氏 鳥類 平成 27 年 9 月 28 日  13 時 30 分～15 時 00 分 

C 氏 鳥類 平成 27 年 10 月 1 日  10 時 30 分～12 時 00 分 

D 氏 鳥類 平成 27 年 11 月 8 日  16 時 30 分～18 時 00 分 

E 氏、F 氏 鳥類 平成 27 年 11 月 11 日 13 時 30 分～15 時 30 分 

G 氏 鳥類 平成 27 年 11 月 12 日 15 時 30 分～17 時 00 分 

H 氏 昆虫類 平成 27 年 12 月 9 日   9 時 00 分～10 時 00 分 

I 氏 動植物全般 平成 27 年 11 月 11 日 10 時 00 分～12 時 00 分 

 

(3)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域及びその周囲とした。 

 

(4)調査結果 

①  重要な動物の生息状況 

調査結果は、表 4.3-5 に示す。 

②  重要な生息地の分布状況 

調査結果は、表 4.3-6 に示す。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

表 4.3-5 重要な動物の生息状況に関する調査結果 

 

専門家等

A氏

B氏

C氏

D氏

E氏、F氏

G氏

H氏

I氏

・ヤマコウモリのように広域的に移動する種は、県内全域で確認されるものと考えられる。
・ヒナコウモリやオヒキコウモリ、ヤマコウモリなどは広範囲に移動し、バットディテクターで確
認は可能であるが、上空を飛ぶため捕獲は難しい。
・コテングコウモリやヒメホオヒゲコウモリの仲間などはそれほど移動しないと考えられる。
・これらは森林の中を飛び回るので、捕獲調査しやすい。
・コテングコウモリも捕獲調査が可能だが、バットディテクターで音声をとりづらいなど、コウモ
リの種類によってはバッドディテクターでの調査が難しい種もいる。
・移動性のコウモリは尾根筋を調査することが重要である。
・ネズミ類等の小型哺乳類は、移動の能力が小さく、また、重要な種の生息も考えられるため、現
地調査で生息状況を把握すべきである。
・イノシシ、サルに関しては、震災前は国道6号以東でほとんど確認されていなかったが、震災後は
当該地域でも確認されるようになっている。
・なお、サルは県内の多くの地域に生息しており、飯坂などの福島市周辺、南相馬・相馬、会津・
猪苗代などでそれぞれ十数群から数十群の群れが確認されている(福島県ニホンザル保護管理計画参
照)。
・タヌキ、キツネは当該エリアでも普通に確認できるものと考えられる。
・ツキノワグマ、ニホンカモシカは、10年程前から阿武隈川以東、特に浪江町以北で生息確認され
ており、事業実施想定区域でも生息している可能性がある。

・クマタカ（一般国道115号の調査で相馬市にて繁殖を確認）、ハイタカには留意すべき。イヌワシ
は希に見られることがあるが、生息はおそらくしていない。

・クマタカ、ブッポウソウ、オオタカ、フクロウ類は生息地が事業実施想定区域内に存在すると思
われる。
・特にクマタカは最も配慮すべき種で、上昇気流が起きやすい10時前後から出現する傾向がある。
・オオタカは主にアカマツに営巣例が多い。なお、混み入っている林内空間を好まないので、この
点に留意すること。
・イヌワシは、いわき市で確認されたことは過去にあったようだが、当該地域で生息している可能
性は小さいものと考えられる。
・ダム湖周辺では、カモ類が多数確認されると考えられる。ハクチョウ類はあまり確認されない。

・クマタカ（水石山の個体）、コマドリ、コルリ、マミジロ。オオアカゲラ（林道沿いに繁殖地あ
り）には留意すべきである。
・ハチクマの渡りを確認することもある。屹兎屋山周辺の野鳥を参照すべき。

・事業実施想定区域周辺では、留意すべき種に関する情報がほとんどない。

・シギ、チドリとガンカモ類。（特にクロガモは沿岸部に数千単位で確認されることがある）
・ハクチョウ類の渡り。
・オジロワシについては、サケの遡上する請戸川や熊川で確認されている。原発事故以降、3年間は
サケ漁を行わなかったため、これら河川の上流まで遡上し、死骸をオジロワシが餌としていた。
・オオセッカが新田川渓谷（事業実施想定区域外）で秋と春に同じ標識を持つ個体で確認され、注
目されている。

・事業実施想定区域の稜線に関しては、比較的植生が貧相であるが、コウチュウ類については、当
該地の地名が種名に持つ種（アブクマ○○）が生息しているため、留意が必要である。

以下の種に留意する必要がある。
・哺乳類：カワネズミ、モリアブラコウモリ、モモジロコウモリ（生息種の多くは当該種）、コキ
クガシラコウモリ、キクガシラコウモリ。
・鳥類　：牧場跡地などの草原に生息するオオジシギ。
・両生、爬虫類：モリアオカエルが全域で確認される。トウホクサンショウウオ、当地固有の種で
あるバンダイハコネサンショウウオも生息している。シロマダラなどの爬虫類も谷地を主体に確認
できる。
・昆虫類：標高の高い所に生息している種が低地でも確認できる。ルリクワガタなど。
・魚類：イワナ、ホトケドジョウ、エゾウグイ（木戸川が南限）、カジカ。
・その他水生生物：カワシンジュカイ、マメシジミ、カワモズク

調査結果(重要な動物の生息状況)
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

表 4.3-6 重要な生息地の分布状況に関する調査結果 

 

専門家等

A氏

B氏

C氏

D氏

E氏、F氏

G氏

H氏

I氏

以下の地域には留意すべきである。
・夏井川の河口（事業実施想定区域外）。
・松川浦（事業実施想定区域外）。自然公園にも指定されており、特に重要な地域である。
・国見山の貯水池付近や二つ森（事業実施想定区域外）。オオタカ、ハヤブサの生息地である。
・懸の森山（かけのもりやま。事業実施想定区域外）。
・宮城県の鳥の海（事業実施想定区域外）。重要湿地1000に該当する。

・浅見川、木戸川渓谷：ルリクワガタ、フジミドリシジミ（ブナ類を食草）、特に河川沿いには、
イヌブナ、モミ、ミズナラの巨木が残存している。
・震災前には、熊川の河口にグンバイトンボ（湧水性）の生息地があった。県内では当該地のみを
確認している。橋の架け替え工事で当該種に対する配慮を検討した。震災後に中間貯蔵施設関連の
調査で当該地を2～3回、調査を実施しているが確認に至っていない。
・太田川に合流するつるえ川の河口には、ヒヌマイトトンボ（汽水性）が生息するヨシ原があっ
た。当該種は国、福島県のレッドデータブックともに絶滅危惧Ⅰ類に指定であり、福島県野生動物
の保護に関する条例で特定希少野生動植物の指定種でもある。震災後、つるえ川河口の形状が変
わったため、現在、確認に至っていない。ただし、茨城県の涸沼（ひぬま）では、20年後に再確認
されたことから、今後の調査においてヨシ原の環境が残存している又は生育する可能性が高い地域
があれば、配慮して頂けると良い。
・区域外ではあるが、高塚山や矢大臣山ではウラジャノメの生息地として重要である。
・区域外であるが、「松川浦」に自然度に応じて保全区域や保護区域エリアが設定されている。

・事業実施想定区域の北部に位置する戸神山は信仰対象である。周辺には渓谷もあり、地域の動植
物相を考慮すると重要な地域であると考えている。

・福島県と宮城県の境にある国見山（事業実施想定区域外）。渡りの中継地である。
・川内村の牧場跡地はオオジシギが確認されている。

・自然環境調査は、磐梯や尾瀬といった会津地方や吾妻山、安達太良山といった全国的にも有名な
自然度の高い地域が福島県内に数多く有している。このため、浜通り地方に研究及び個人愛好家の
立ち入りは相対的に少ないため、データが少なく既知の重要な生息地情報はない。現地調査を行
い、把握する必要がある。
・相馬市、南相馬市、および田村市大滝根山付近にあるあぶくま洞などでは、コウモリの確認情報
がある。
・宮城県の松島においてヒナコウモリの越冬記録がある。
・浜通りの渓谷部は比較的自然度の高い地区が多く、渓谷は重要な動物が生息地として利用してい
る可能性が高いため、コウモリ類も含めて留意すべき場所である。
・ダム建設に伴う隧道や新幹線の高架橋など人工物をコウモリ類（キクガシラコウモリ、コキクガ
シラコウモリ、ユビナガコウモリ、モモジロコウモリ、ヒナコウモリ、ヤマコウモリ、アブラコウ
モリなど）がねぐらとして利用している場所もある。

・事業実施想定区域及びその周囲では、既知の鳥類情報はほとんどない。

・事業実施想定区域において繁殖地などの重要な生息地は、既知のものはない。ただし相馬市の霊
山や浪江町請戸川でクマタカの目撃が確認されている。このため、現地調査を実施し、周辺の状況
を把握する必要があるものと考えられる。
・営巣地等は特には確認されておらず、現地調査を実施しないと営巣地等の重要な生息地は不明で
ある。
・現状では、人の手が入っていない場所であるため、餌資源も豊富にあると思われる。
・管理道路に伴う開発は大きく植生が変化することがある。それに伴い鳥類相も変化することがあ
るため、特有の植生がないか留意して、調査する必要がある。

・事業実施想定区域外であるが、南西に位置する水石山はクマタカや市内の他所と比較して鳥類相
が豊かであるため、いわき市内では重要な生息地である。
・水石山のクマタカ個体が、事業実施想定区域が行動圏の一部に該当している可能性がある。区域
外の二ツ箭山（区域南側）ではクマタカの飛翔を確認している。
・渡り鳥の中継地として小鳥の群れが利用しているような場所が位置している可能性があるため、
現地調査で地域を確認した場合、開発エリアから外す等の配慮が必要。
・事業実施想定区域に位置する屹兎屋山、猫鳴山及び神楽山には、いわき市では局地的で重要なコ
マドリ、コルリやオオアカゲラの繁殖地があるため、これらの種を対象とした調査を実施し、工事
時期や設置場所の検討にあたって配慮が必要である。事業実施想定区域のうち、いわき市が含まれ
る地域は、調査をしっかり実施して、可能な配慮を行ってもらえれば、良いと考えている。

調査結果(重要な生息地の分布状況)
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は、以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲における、重要な動物の生息環境の変化の程度 

・事業実施想定区域及びその周囲における、重要な生息地の変化の程度 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域と重要な動物の生息環境、重要な生息地の重ね合わせによ

り、直接改変及び施設の稼働に伴う生息環境及び重要な生息地の変化の程度を整理するものと

した。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様にした。 

 

(4)予測結果 

①  重要な動物の生息状況 

事業実施想定区域内に位置する重要な動物において、表 4.3-7 に示す種に関しては、事

業により生息環境の一部が改変され、影響を受ける可能性があると予測した。 
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表 4.3-7 重要な動物への影響の予測結果 

 
 

②  重要な動物の生息地への影響 

事業実施想定区域内に位置する重要な生息地である「木戸川峡谷」は、事業による影響

を受ける可能性があると予測した。 

重要な生息地を図 4.3-7 に示す。 

なお、事業実施想定区域外であるが、水石山（いわき市）、夏井川河口（いわき市）及び

松川浦（相馬市）など重要な生息地の情報も得た。 

 

 

  

分類 種名 予測結果

ニホンカモシカ

ツキノワグマ

ヤマコウモリ

ヒナコウモリ

オヒキコウモリ

コテングコウモリ

ヒメホオヒゲコウモリ

カワネズミ

オオジシギ

クマタカ

ブッポウソウ

オオタカ

オオアカゲラ

オジロワシ

ハチクマ

モリアオカエル

シロマダラ

昆虫類 アブクマチビオオキノコ

ホトケドジョウ

エゾウグイ

カジカ

哺乳類

鳥類

両生類・爬虫類

魚類

事業実施想定区域に主な生息環境が
存在し、事業により生息環境の一部
が改変され、影響を受ける可能性が
あると予測する。
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図 4.3-7 重要な動物の生息地  

出典等:各専門家へのヒアリングにて得られた重要な動物の生息地を図示して作成した。 

木戸川峡谷 
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、生息環境の変化の可能性がある重要な動物（21 種）については、生息状況に

よっては、直接改変により重大な影響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○福島県自然保護課は、県内における動物の分布情報を有することから、当該課に情報収

集を行った上で、対象事業実施想定区域を設定する。 

○鳥類の現地調査を実施し、風力発電機の配置等を検討する。検討にあたっては、主に以

下の点に配慮する。 

・クマタカの飛翔状況、特に探餌・採餌行動に着目すること 

・希少猛禽類の生息状況 

・渡り鳥の移動ルート 

○専門家等へ聞き取りを行い、配置等の検討や動物の調査期間、手法に反映する。 

○樹林地では改変面積の抑制に努めるとともに、哺乳類、両生・爬虫類、昆虫類について

も詳細な調査を実施し、風力発電機の配置等を検討する。 
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4.3.5 植物 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は以下に示す。 

・事業実施想定区域及びその周囲の重要な植物の生育状況 

・事業実施想定区域及びその周囲の重要な植物群落の分布状況 

・事業実施想定区域及びその周囲の巨樹・巨木林の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、最新の知見を有する専門家等にヒアリングを行った。 

ヒアリングにあたっては、計画段階環境配慮書の「第 3 章 3.1.5 動植物の生息又は生育、

植生及び生態系の状況」に示す重要な種や植生の情報を専門家等へ提示して、抽出された重要

な種のうち、特に留意すべき種や生育地等について確認を行った。ヒアリング日時を表 4.3-8

に示す。 

 

表 4.3-8 ヒアリング日時 

専門家等 専門分野 日時 

I 氏 動植物全般 平成 27 年 11 月 11 日 10 時 00 分～12 時 00 分 

J 氏 植物 平成 27 年 10 月 1 日  13 時 30 分～15 時 30 分 

 

(3)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域及びその周囲とした。 

 

(4)調査結果 

①  重要な植物の生育状況 

調査結果は、表 4.3-9 に示す。 
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表 4.3-9 重要な植物の生育状況に関する調査結果 

 

専門家等

I氏

J氏

・事業実施想定区域の稜線にはブナ、イヌブナ、モミの大木や北限となるアカヤシオが生育してい
る可能性が高いため、これらの生育地は保全対象とすること。
・請戸川、前田川、熊川、高瀬川、木戸川、井出川、浅見川といった河川の上流は渓谷となってお
り、前田川の流域に位置する稜線にはモミの大木が、井出川の上流にはアカヤシオが生育してい
る。特にその中でも木戸川渓谷は動植物の生息・生育地として最重要エリアであり、滝を境に環境
が変わることから種数も豊富に確認される。
・事業実施想定区域の北部に位置する戸神山は信仰対象である。周辺には渓谷もあり、地域の動植
物相を考慮すると重要な地域であると考えている。

・重要な生育地に関しての知見が少なく、既往の知見では留意すべき場所等は特に存在しないと考
えられるが、方法書段階で具体的な地域が確定した時点で改めて報告の上、確認すること。
・ヤマジソ（屹兎屋山）、ヤマトミクリ（幸之助集落、旧スキー場跡地）、イワキヒメアザミ（点
在する）、ヤマシャクヤク、レンゲショウマには留意すべきである。
・福島県レッドデータブックの準絶滅危惧種及び絶滅危惧Ⅱ類の種は、確認されるかもしれない。
・特に、エビネ、レンゲショウマ、ヤマシャクヤク等が生育しているものと考えられる。
・高太石山には、ブナの大木が存在するので注意が必要である。

調査結果(植物の生育状況)
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②  重要な植物群落の分布状況 

調査結果を表 4.3-10 及び図 4.3-8 に示す。 

文献による調査と同じ結果であった。 

 

③  巨樹・巨木林の分布状況 

調査結果を表 4.3-11 及び図 4.3-8 に示す。 

文献による調査と同じ結果であった。 

 

表 4.3-10 重要な植物群落の分布状況 

 
注 1）文献は計画段階環境配慮書の表 3.1-36 に、選定基準は計

画段階環境配慮書の表 3.1-37 に示す。 

注 2）No.は図 4.3-8 の図中の番号に対応する。 

 

表 4.3-11 巨樹・巨木の分布状況 

 
注）コード No.は図 4.3-8 の図中の番号に対応する。 

 

 

  

選定基準

21 22 法令Ⅵ

① 塩浸のアカマツ林 ○ E

② 大悲山のヤマツツジ群落 ○ H

③ 焼築のケヤキ林 ○ H

④ 一の宮のヒメコマツ林 ○ C

⑥ 木戸川のブナ・ミズナラ林 ○ E

⑦ 夏井渓谷のモミ林 ○ A

⑧ 背戸峨廊のイヌブナ林 ○ A

⑨ 背戸峨廊のアカマツ林 ○ A

No. 名称
文献No.

コード
No.

樹種 市町村名 名称
樹周
(cm)

樹高
(m)

8391 スギ 川内村 林の大杉 640 30

8392 モミ 川内村 毛戸のシダレモミ 300 16

8426 シダレザクラ 南相馬市 飯崎のシダレザクラ 428 21

8438 クスノキ 南相馬市 335 25

8439 クスノキ 南相馬市 318 25
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図 4.3-8 植物群落及び巨樹巨木位置図  

出典等:「第 3 回自然環境保全基礎調査 福島県自然環境情報図」及び「第 5 回自然環境保全基礎調査（巨樹・巨

木調査）」（環境省生物多様性センターが運営）GIS データを参考に作成した。 
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2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲における、重要な植物の生育環境の変化の程度 

・事業実施想定区域及びその周囲における、重要な植物群落の変化程度 

・事業実施想定区域及びその周囲における、巨樹、巨木林の変化の程度 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域と重要な植物の生育環境、重要な植物群落、巨樹・巨木林

の重ね合わせにより、直接改変に伴う生育環境、重要な植物群落、巨樹・巨木林の程度を整理

するものとした。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

①  重要な植物への影響 

予測結果は、表 4.3-12 に示す。 

調査結果に示す重要な植物の生育環境から、重要な植物への影響を表 4.3-12 に示すとお

り予測した。 

 

表 4.3-12 重要な植物への影響の予測結果 

 
 

分類 種名 予測結果

ヤマジソ

ヤマトミクリ

ヤマシャクヤク

レンゲショウマ

エビネ

ミヤマスカシユリ

植物

事業実施想定区域に主な生育環境が
存在し、事業により生息環境の一部
が改変され、影響を受ける可能性が
あると予測する。
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②  重要な植物群落への影響 

予測結果は、表 4.3-13 に示す。 

事業実施想定区域内の「焼築のケヤキ林」、「一の宮のヒメコマツ林」、「木戸川のブナ・

ミズナラ林」、「夏井渓谷のモミ林」、「背戸峨廊のイヌブナ林」、「背戸峨廊のアカマツ林」

は、事業実施による影響を受ける可能性があると予測した。 

 事業実施想定区域外の「塩浸のアカマツ林」、「大悲山のヤマツツジ群落」は事業実施

による影響は受けないと予測した。 

 

表 4.3-13 重要な植物群落への影響の予測結果 

 
注）No.は図 4.3-8 の図中の番号に対応する。 

 

 

③  巨樹・巨木林への影響 

予測結果は、表 4.3-14 に示す。 

事業実施想定区域内に位置する巨樹・巨木林は、事業の実施により影響を受ける可能性

があるが、事業実施想定区域外に位置する巨樹・巨木林は影響を受けないと予測した。 

① 塩浸のアカマツ林
事業実施想定区域外に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性はないと予測する。

② 大悲山のヤマツツジ群落
事業実施想定区域外に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性はないと予測する。

③ 焼築のケヤキ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

④ 一の宮のヒメコマツ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

⑥ 木戸川のブナ・ミズナラ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

⑦ 夏井渓谷のモミ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

⑧ 背戸峨廊のイヌブナ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

⑨ 背戸峨廊のアカマツ林
事業実施想定区域内に位置することから、事業実施
による影響を受ける可能性があると予測する。

No. 名称 予測結果
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表 4.3-14 巨樹・巨木林への影響の予測結果 

 
注）コード No.は図 4.3-8 の図中の番号に対応する。 

  

  

コード
No.

樹種 予測結果

8391 スギ
事業実施想定区域外に位置することから、事業実
施による影響を受ける可能性はないと予測する。

8392 モミ
事業実施想定区域内に位置することから、事業実
施による影響を受ける可能性があると予測する。

8426 シダレザクラ
事業実施想定区域外に位置することから、事業実
施による影響を受ける可能性はないと予測する。

8438 クスノキ
事業実施想定区域外に位置することから、事業実
施による影響を受ける可能性はないと予測する。

8439 クスノキ
事業実施想定区域外に位置することから、事業実
施による影響を受ける可能性はないと予測する。
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、事業実施想定区域内に位置する植物群落、巨樹・巨木、生育環境の変化の可

能性がある重要な植物（6 種）については、生育状況によっては、直接改変により重大な影響

を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○現地調査を実施し、風力発電機の配置及び環境保全措置を検討する。検討にあたっては、

絶滅危惧種等の重要な種の生育状況に留意する。 

○専門家等へ聞き取りを行い、配置等の検討や動物の調査期間、手法に反映する。 

○樹林地では、改変面積の抑制に努める。 

○特定植物群落や巨樹が位置することから、当該分布状況を考慮し、風力発電機の設置場

所を検討する。 



 

4.3-31 

(198) 

このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.3.6 生態系 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下に示す。 

・事業実施想定区域及びその周囲の重要な自然環境のまとまりの場の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、表 4.3-15 に示す手法とした。重要な自然環境のまとまりの場の選定は、表

4.3-16 に示す選定基準に基づいて行った。 

なお、「生態系」に区分される選定事項については、以下のような重要な自然環境のまとま

りの場として把握し、これらに対する影響の程度を把握するものとする。 

(a)自然林、湿原、藻場、干潟、サンゴ群集及び自然海岸等、人為的な改変をほとんど受け

てない自然環境や一度改変すると回復が困難な脆弱な自然環境 

(b)里地里山（二次林、人工林、農地、ため池、草原等）並びに河川沿いの氾濫原の湿地帯

及び河畔林等のうち、減少又は劣化しつつある自然環境 

(c)水源涵養林、防風林、水質浄化機能を有する干潟及び土砂崩壊防止機能を有する緑地等、

地域において重要な機能を有する自然環境 

(d)都市に残存する樹林地及び緑地（斜面林、社寺林、屋敷林等）並びに水辺地等のうち、

地域を特徴づける重要な自然環境 

 

(3)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域及びその周囲とした。 
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表 4.3-15 調査手法（生態系） 

 

No. 資料名

繁殖地、重要な植物
群落、自生地等

①
「国・県指定文化財」
（平成26年9月時点、福島県文化財課HP、
http://www.bunkazai.fks.ed.jp/)

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

渡り経路 ②
「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」
(平成23年1月、環境省)

事業実施想定区域及びその
周囲の状況

ガン・カモ類の主要
な越冬地

③

「ガン、カモ類の生息調査　平成20年度～平成24年度（生物多
様性情報システム）」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.biodic.go.jp/gankamo/gankamo_top.html）

事業実施想定区域及びその
周囲の調査地点のうち、主
要な越冬地

自然草原、自然林 ④

「植生調査(1/50,000縮尺)　（自然環境情報GIS提供システ
ム）」
(平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.biodic.go.jp/trialSystem/shpddl.html)

事業実施想定区域及びその
周囲の植生自然度区分10
（自然草原）または9（自
然林）の植生

特定植物群落 ⑤

「特定植物群落(自然環境情報GIS提供システム)」
(平成26年3月時点、環境省HP、
http://www.biodic.go.jp/trialSystem/shpddl.html)「第5回
自然環境保全基礎調査　特定植物群落調査報告書」（平成12
年、環境庁）

事業実施想定区域及びその
周囲の特定植物群落

自然公園、自然環境
保全地域、緑地環境
保全地域

⑥

「自然保護各種データ」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.env.go.jp/park/doc/data/)
「福島県自然公園及び自然環境保全地域位置図」(平成22年、福
島県自然保護課）

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

鳥獣保護区、特別保
護地区

⑦

「自然保護各種データ」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.env.go.jp/park/doc/data/)
「平成25年度　福島県鳥獣保護区等位置図」
(平成25年8月、福島県自然保護課）

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

生息地等保護区 ⑧

「自然保護各種データ」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.env.go.jp/park/doc/data/)
「福島県野生動植物の保護に関する条例」(平成16年、福島県）

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

ラムサール条約登録
湿地

⑨
「自然保護各種データ」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.env.go.jp/park/doc/data/）

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

特別緑地保全地区 ⑩

「都市緑化データベース」
（平成26年9月時点、国土交通省HP、
http://www.mlit.go.jp/crd/park/joho/database/toshiryokuch
i/)

事業実施想定区域及びその
周囲の指定状況

保安林 ⑪
「国土数値情報」
（平成26年9月時点、国土交通省HP、
http://mlftp.mlit.go.jp/ksj/）

事業実施想定区域及びその
周囲の状況

重
要
な
自
然
環
境
の
ま
と
ま
り
の
場

調査項目
調査手法

備考
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表 4.3-16 重要な自然環境のまとまりの場の選定基準 

 

No. 調査基準 カテゴリー

「文化財保護法」
（昭和25年、法律第214号）
「福島県文化財保護条例」
（昭和45年、条例第43号）

Ⅱ
「鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き」
(平成23年1月、環境省)

・渡り経路(渡)

Ⅲ

「ガン、カモ類の生息調査　平成20年度～平成24年度（生物多
様性情報システム）」
（平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.biodic.go.jp/gankamo/gankamo_top.html）

・ガン・カモ類の主要な越冬地(越）

Ⅳ

「植生調査(1/50,000縮尺)　（自然環境情報GIS提供システ
ム）」
(平成26年9月時点、環境省HP、
http://www.biodic.go.jp/trialSystem/shpddl.html)

・植生自然度区分10の自然草原(草）
・植生自然度区分9の自然林（林）

Ⅴ
「第5回　自然環境保全基礎調査　特定植物群落」
（平成12年、環境庁）

・特定植物群落(特)

「自然公園法」
（昭和32年、法律第85号）
「福島県立自然公園条例」
（昭和33年、条例第23号）
「自然環境保全法」
（昭和47年、法律第85号）
「自然環境保全条例」
（昭和47年、条例第55号）
「鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律」
（平成14年、法律第88号）
「福島県鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律施行条例」
（平成11年、条例第59号）
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」
（平成4年、法律第75号）
「福島県野生動植物の保護に関する条例」
（平成16年、条例第23号）

Ⅹ
「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約
（ラムサール条約）」
（昭和55年、条約第28号）

・ラムサール条約登録湿地（ラ）

ⅩⅠ
「都市緑地法」
（昭和48年、法第72号）

・特別緑地保全地区（特）

ⅩⅡ
「森林法」
（昭和26年、法第249号）

・保安林（保）

・鳥獣保護区（鳥）
・特別保護地区（特）
・特別保護指定区域（特指）
・鳥獣保護区（県鳥）

Ⅸ
・生息地等保護区（生）
・生息地等保護区（県生）

重
要
な
自
然
環
境
の
ま
と
ま
り
の
場

Ⅰ
・特別天然記念物（特天）
・天然記念物（天）
・福島県天然記念物（県天）

Ⅵ
・国立公園（国立）
・国定公園（国定）
・県立自然公園（県）

Ⅶ

・原生自然環境保全地域（原）
・自然環境保全地域（自）
・福島県自然環境保全地域（県自）
・福島県緑地環境保全地域（県緑）

Ⅷ
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(4)調査結果 

調査結果は、表 4.3-17 及び図 4.3-9 に示すとおりである。 

調査の結果、事業実施想定区域及びその周囲において、「ガン・カモ類の主要な越冬地」、「自

然草原」、「自然林」、「特定植物群落」、「自然公園」、「自然環境保全地域」、「特別保護地区・鳥

獣保護区」、「保安林」などの重要な自然環境のまとまりの場が確認された。 
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表 4.3-17(1) 重要な自然環境のまとまりの場の分布状況の調査結果 

 

注）No.は図 4.3-9(1)の図中の番号に対応する。 

No. 名称 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ ⅩⅠⅩⅡ

- 平伏沼モリアオガエル繁殖地 天 天然記念物に指定されている繁殖地である。

1 日沼 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

2 浅見川－河口地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

3 夕筋海岸 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

4 夏井川－山下谷地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

5 夏井川－江田地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

6 夏井川－高崎地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

7 小玉ダム 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

8 田戸大堤（四倉町） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

9 大滝根川（常葉西向） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

10 大久川（三森渓谷） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

11 好間川（中寺） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

12 西ノ沢溜池 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

13 夏井川－小川三島 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

14 好間川（片岸） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

15 三坂川（中三坂） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

16 鉄山溜池 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

17 大久川（久之浜西一丁目） 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

18
折木字東下、
草野建設砂利採取跡地溜池

越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

19 折木川－河口地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

20 北迫川－河口地点 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

21 二ツ沼公園－二ツ沼 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

22 迎原溜池 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

23 鷹ノ巣溜池 越 ガン・カモ類の主要な越冬地である。

- 自然草原 草 自然度の高いヨシクラス、砂丘植生による自然草原である。

- 自然林 林

自然度の高いスズタケーブナ群団、アカマツ群落、クロベーヒメ
コマツ群落、モミーシキミ群集、ケヤキ群落、河辺ヤナギ低木群
落、アスナロ群落、イヌシデーアカシデ自然林による自然林であ
る。

① 塩浸のアカマツ林 特
郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的な
ものとして特定植物群落に指定されている。

② 大悲山のヤマツツジ群落 特
学術上重要な植物群落または個体群として特定植物群落に指定さ
れている。

③ 焼築のケヤキ林 特
学術上重要な植物群落または個体群として特定植物群落に指定さ
れている。

④ 一の宮のヒメコマツ林 特
比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、隔離分布等
分布限界になる産地にみられる植物群落または個体群として特定
植物群落に指定されている。

⑤ 仙台平カルストのケヤキ林 特
学術上重要な植物群落または個体群として特定植物群落に指定さ
れている。

⑥ 木戸川のブナ・ミズナラ林 特
郷土景観を代表する植物群落で、特にその群落の特徴が典型的な
ものとして特定植物群落に指定されている。

⑦ 夏井渓谷のモミ林 特
原生林もしくはそれに近い自然林として特定植物群落に指定され
ている。

⑧ 背戸峨廊のイヌブナ林 特
原生林もしくはそれに近い自然林として特定植物群落に指定され
ている。

⑨ 背戸峨廊のアカマツ林 特
原生林もしくはそれに近い自然林として特定植物群落に指定され
ている。

⑩ 波立海岸の照葉樹林 特
比較的普通に見られるものであっても、南限、北限、隔離分布等
分布限界になる産地にみられる植物群落または個体群として特定
植物群落に指定されている。

繁殖地

選定基準
重要な自然環境のまとまりの場の概要

ガン・カモ類の主要な越冬地

自然草原、自然林

特定植物群落

重要なまとまりの場
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表 4.3-17(2) 重要な自然環境のまとまりの場の分布状況の調査結果 

 
注）県立自然公園と自然環境保全地域の詳細位置は計画段階環境配慮書の図 3.2-9 自然公園及び自然環境

保全地域位置図に、鳥獣保護区・特別保護区の詳細位置は計画段階環境配慮書の図 3.2-10 鳥獣保護

区等位置図に示す。 

 

 

 

 

 

  

No. 名称 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ ⅩⅠⅩⅡ

- 阿武隈高原中部県立自然公園 県

阿武隈高地の中央部にある五十人山、高柴山(たかしばやま)、大
滝根山、矢大臣山、東堂山、日山及び高瀬川渓谷からなる。コウ
モリ、カエル、サンショウウオなどの珍種が生息しており、学術
的にも注目されている。日山、五十人山などは、浸食され難い岩
体を持つ残丘で、そのなだらかな山頂部は古くから放牧地として
利用され、シバの草地が広がり、マヤツツジの花が美しい。高瀬
川の切り立った岸壁にはアカマツが映え、その間にうっそうとし
たケヤキ林やモミ林が広がる。指定植物としては、イワヒバ、ウ
メバチソウ、アズマギク、トキソウ、センダイトウヒレン、アカ
ヤシオなど20科51種がある。

- 夏井川渓谷県立自然公園 県

上流の渓谷にはイワナやヤマメ等の渓流魚が生息する。渓谷には
険しい急傾斜地が多く、暖地性のアカヤシオのほか、トウゴクミ
ツバツツジ、ヤマツツジ等のツツジ類が見られ、谷筋ではモミや
イヌブナが林を作り狭い尾根筋ではアカマツが生育する。閼伽井
嶽の社寺林では、モミの大木を交えた落葉広葉樹林がうっそうと
茂っている。指定植物としては、ハコネシダ、ウメガサソウ、ヒ
ロハハナヒリノキ、コアツモリ、シロバナエンレイソウ等の16科
41種がある。

- 木戸川自然環境保全地域
県
自

モミ、ブナ等の天然林を保全対象として自然環境保全地域に指定
されている。

- 高倉山自然環境保全地域
県
自

二畳紀地層の露出、化石ほかを保全対象として自然環境保全地域
に指定されている。

- 箒平特別保護地区
県
特

- 夏井川特別保護地区
県
特

- 箒平鳥獣保護区
県
鳥

- 赤木鳥獣保護区
県
鳥

- 五枚沢鳥獣保護区
県
鳥

- 浪江鳥獣保護区
県
鳥

- 大久三森鳥獣保護区
県
鳥

- 夏井川鳥獣保護区
県
鳥

- 小川櫓石鳥獣保護区
県
鳥

- 保安林 保
水源の酒養、災害の防備、生活環境の保全・形成等森林の有する
公益的な機能を発揮させる必要のある特定の森林として保安林が
指定されている。

特別保護地区、鳥獣保護区

保安林

重要なまとまりの場 選定基準

県立自然公園

自然環境保全地域

重要な自然環境のまとまりの場の概要

自然保護のため特別保護地区に指定されている。

鳥獣保護のため箒平、赤木、五枚沢、浪江、大久三森、夏井川、
小川櫓石の７ヶ所が鳥獣保護区に指定されている。
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図 4.3-9(1) 事業実施想定区域及びその周囲の重要な自然環境のまとまりの場  

平伏沼モリアオガエル繁殖地 

出典等:「第 2～5 回自然環境保全基礎調査（植生調査）」（環境省生物多様性センタ

ーが運営）GIS データ、「ふくしまの文化財」（福島県文化財 HP）、「ガン・カモ類

の生息調査」（生物多様性情報システムが運営）、「第 3 回自然環境保全基あ礎調査 

福島県自然環境情報図」を使用して作成した。 
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図 4.3-9(2) 事業実施想定区域及びその周囲の重要な自然環境のまとまりの場   

出典等:「国土数値情報 自然公園地域」、「国土数値情報 自然保全地域」、「国土

数値情報 鳥獣保護区」（以上、国土数値情報サービス）、「平成 26 年度福島県鳥獣

保護区等位置図」（平成 26 年 8 月 福島県）及び「国土数値情報 森林地域」（国土

数値情報サービス）を参考に作成した。 
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2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下のとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲における、重要な自然環境のまとまりの場の変化の程度 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域と重要な自然環境のまとまりの場の重ね合わせにより直接

改変及び施設の稼働に伴う重要な自然環境のまとまりの場の変化の程度を整理するものとし

た。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

予測結果は、表 4.3-18 に示すとおりである。 

事業実施想定区域には、重要なガン・カモ類の主要な越冬地、自然草原約 3ha、自然林約

550ha、特定植物群落、自然公園約 5,000ha、自然環境保全地域約 200ha、鳥獣保護区・特別保

護地区約 3,000ha、及び保安林約 15,000ha が分布することから、これらは直接改変及び施設

の稼働により変化を受ける可能性があると予測した。 

 



 

4.3-40 

(207) 

このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

表 4.3-18(1) 重要な自然環境のまとまりの場の変化の程度の予測結果 

 

注）No.は図 4.3-9(1)の図中の番号に対応する。 

No. 名称

- 平伏沼モリアオガエル繁殖地 6km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

1 日沼 8km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

2 浅見川－河口地点 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

3 夕筋海岸 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

4 夏井川－山下谷地点 10km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

5 夏井川－江田地点 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

6 夏井川－高崎地点 約800m
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

7 小玉ダム 3km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

8 田戸大堤（四倉町） 3km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

9 大滝根川（常葉西向） 16km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

10 大久川（三森渓谷） 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

11 好間川（中寺） 9km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

12 西ノ沢溜池 約100m
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

13 夏井川－小川三島 3km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

14 好間川（片岸） 11km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

15 三坂川（中三坂） 14km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

16 鉄山溜池 約1.7km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

17 大久川（久之浜西一丁目） 3km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

18
折木字東下、
草野建設砂利採取跡地溜池

2km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

19 折木川－河口地点 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

20 北迫川－河口地点 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

21 二ツ沼公園－二ツ沼 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

22 迎原溜池 2km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

23 鷹ノ巣溜池 約1.6km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

- 自然草原 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に約3ha分布することから、直
接改変及び施設の稼働よる変化を受ける可能性があると予測する。

- 自然林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に約550ha分布することから、
直接改変及び施設の稼働よる変化を受ける可能性があると予測する。

① 塩浸のアカマツ林 約1.7km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

② 大悲山のヤマツツジ群落 約1.5km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の周囲に存在することから直接
改変及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

③ 焼築のケヤキ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

④ 一の宮のヒメコマツ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

⑤ 仙台平カルストのケヤキ林 約10km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

⑥ 木戸川のブナ・ミズナラ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

⑦ 夏井渓谷のモミ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

⑧ 背戸峨廊のイヌブナ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

⑨ 背戸峨廊のアカマツ林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域内に存在することから直接改変
及び施設の稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

⑩ 波立海岸の照葉樹林 4km以上
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域とは重ならず、また、距離が離
れていることから、直接改変及び施設の稼働よる変化はほとんどないと予測する。

繁殖地

予測結果
事業実施想定区域

との距離

ガン・カモ類の主要な越冬地

自然草原、自然林

特定植物群落

重要なまとまりの場
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

表 4.3-18(2) 重要な自然環境のまとまりの場の変化の程度の予測結果 

 
注）県立自然公園と自然環境保全地域の詳細位置は計画段階環境配慮書の図 3.2-9 自然公園及び自然

環境保全地域位置図に、鳥獣保護区・特別保護区の詳細位置は計画段階環境配慮書の図 3.2-10 鳥

獣保護区等位置図に示す。 

No. 名称

- 阿武隈高原中部県立自然公園 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約3250ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 夏井川渓谷県立自然公園 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約1900ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 木戸川自然環境保全地域 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約120ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 高倉山自然環境保全地域 約800m
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の
周囲に約100ha存在することから直接改変及び施設の稼
働よる影響を受ける可能性があると予測する。

- 箒平特別保護地区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約70ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よる
影響を受ける可能性があると予測する。

- 夏井川特別保護地区 約1.7km
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の
周囲に約100ha分布することから、直接改変及び施設の
稼働よる影響を受ける可能性があると予測する。

- 箒平鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約700ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 赤木鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約550ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 五枚沢鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約250ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 浪江鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約5ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よる
影響を受ける可能性があると予測する。

- 大久三森鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約400ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 夏井川鳥獣保護区 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約500ha分布することから、直接改変及び施設の稼働よ
る影響を受ける可能性があると予測する。

- 小川櫓石鳥獣保護区 約550ｍ
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域の
周囲に約400ha存在することから直接改変及び施設の稼
働よる影響を受ける可能性があると予測する。

- 保安林 区域内
重要な自然環境のまとまりの場は、事業実施想定区域に
約15000ha分布することから、直接改変及び施設の稼働
よる影響を受ける可能性があると予測する。

予測結果
事業実施想定区域

との距離
重要なまとまりの場

県立自然公園

自然環境保全地域

特別保護地区、鳥獣保護区

保安林
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、事業実施想定区域及びその周囲に位置していない重要な自然環境のまとまり

の場は、直接改変及び施設の稼働により重大な影響を受ける可能性は低い。 

事業実施想定区域及びその周囲に位置している重要な自然環境のまとまりの場については、

直接改変及び施設の稼働により重大な影響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○樹林地に風力発電機を設置する場合は、改変面積を最小限に留めるなど配慮し、自然林

のような重要な自然環境のまとまりの場を多く残存させるよう、配慮する。 

○自然林のような自然環境のまとまりの場において動植物の現地調査を実施し、分布情報

に基づき重要なまとまりの場のうち、比較的、動植物の生息・生育状況が多い場を残存

させるよう、風力発電機の配置等を検討する。 

○風力発電機の配置等を検討するにあたって保安林内を対象とする場合は、年間の風況が

概ね把握できた段階で福島県森林保全課や所轄する森林管理局と調整を行う。 

○風力発電機の配置等を検討するにあたって阿武隈高原中部県立自然公園や夏井川渓谷県

立自然公園を対象とする場合は、年間の風況が概ね把握できた段階で福島県自然保護課

と調整を行う。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

4.3.7 景観 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲の景観資源の分布状況 

・事業実施想定区域及びその周囲の主要な眺望点の分布状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、既存文献等の収集整理及び関係市町村からのヒアリングとした。 

 

(3)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域から約 5km を基本とした。 

 

(4)調査結果 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場 1 

景観の状況」に示すとおりである。 
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このページに記載した内容は、計画段階環境配慮書のものである。 

2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下に示すとおりとした。 

・事業実施想定区域及びその周囲の景観資源及び主要な眺望点の改変の程度 

・事業実施想定区域及びその周囲の主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

・事業実施想定区域及びその周囲の主要な眺望景観の変化の程度 

 

(2)予測手法 

①  景観資源及び主要な眺望点の改変の程度 

予測手法は、景観資源及び主要な眺望点と事業実施想定区域の重ね合わせにより、改変

の有無を把握した。 

 

②  主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

予測手法は、コンピュータ解析によって作成した可視領域図に基づき、主要な眺望点か

らの風力発電機ごとの視認可能性について把握を行うものとした。可視領域図の作成及び

視認可能性の把握に際して、以下の点を考慮した。 

・可視領域図の作成に際しては、標高データとして、国土地理院の基盤地図情報（10m

標高メッシュ）を使用した。なお、樹木や人口構造物等による遮蔽は考慮していない。 

・風力発電機の最高高さは、ブレード上端部の地上 178.5m とした。 

・風力発電機の配置は、各事業者が実施する予定である風況調査地点とした。 

・風力発電機の視認の有無は、上端部（風力発電機の最高高さ 178.5m）で予測した。 

 

③  主要な眺望景観の変化の程度 

予測手法は、各眺望点における風力発電機までの最短距離と、眺望景観における各風力

発電機の垂直見込み角の程度から、風力発電機ごとに眺望景観の変化の程度を把握した。 

 

 

(3)予測地域及び予測地点 

①  景観資源及び主要な眺望点の改変の程度 

予測地域は、調査地域と同様とした。 
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②  主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

予測地点は、表 4.3-19 及び図 4.3-10 に示す。 

 

表 4.3-19 主要な眺望点の改変の程度の予測地点 

 
注）No.は図 4.3-10 の図中の番号に対応する。 

 

③  主要な眺望景観の変化の程度 

予測地点は、「② 主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性」と同様とした。 

No 地点名称

① 東ヶ丘公園

② 懸ノ森

③ 熊ノ森山(湯舟山)

④ 日山（天王山）

⑤ 葛尾村森林公園

⑥ 室原川渓谷

⑦ 大悲山大蛇物語公園

⑧ 五十人山

⑨ 高瀬川渓谷

⑩ 丈六公園

⑪ 請戸海水浴場

⑫ 高塚高原

⑬ 大倉山

⑭ いわきの里・鬼ケ城キャンプ場

⑮ 木戸川渓谷

⑯ 天神岬スポーツ公園

⑰ 二ツ沼総合公園

⑱ 夏井川渓谷キャンプ場

⑲ 水石山公園

⑳ 石森山ハイキングコース

予測地点
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(4)予測結果 

①  景観資源及び主要な眺望点の改変の程度 

予測の結果は、図 4.3-10 に示す。 

景観資源の分布状況と事業実施想定区域を重ね合わせた結果、「室原川渓谷」、「高瀬川渓

谷」、「野上川渓谷」、「菜芦川渓谷」、「木戸川渓谷」、「浅見川渓谷」、「背戸峨廊」、「夏井川

渓谷」、「八丈石山」、「手倉山」、「三群森」、「大倉山」、「郭公山」、「五社山」、「屹兎屋山」、

「猫鳴山」、「二ッ箭山」が事業実施想定区域と重なり、事業の実施により改変を受ける可

能性があると予測した。 

また、主要な眺望点と事業実施想定区域を重ねあわせた結果、「熊ノ森山(湯舟山)」、「室

原川渓谷」、「高瀬川渓谷」、「高塚高原」、「大倉山」、「木戸川渓谷」、「夏井川渓谷キャンプ

場」が事業実施想定区域と重なり、事業の実施により改変を受ける可能性があると予測し

た。 

 

②  主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

予測の結果は、表 4.3-20 及び図 4.3-10 に示す。 

主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性については、可視領域図上では、主要な眺

望点 20 地点のうち、「葛尾村森林公園」、「室原川渓谷」、「大悲山大蛇物語公園」、「高瀬川

渓谷」、「木戸川渓谷」、「夏井川渓谷キャンプ場」を除いた 14 地点で風力発電機の視認可能

性が高いと予測する。なお、予測に際して、樹木や人工構造物等による遮蔽は考慮してい

ない。 
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図 4.3-10 主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性  

出典等:「ふくしまの旅」（福島県が運営するホームページ）、「観るなび」（（公社）日本観光振興協会が運営

するホームページ）、「相双ビューロー」（福島県相双地方振興局が運営するホームページ）、「広野町」(広野

町が運営するホームページ)を参考に作成した。 
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③  主要な眺望景観の変化の程度 

予測の結果は、表 4.3-20 に示すとおりである。 

主要な眺望景観の変化の程度について、主要な眺望点である「熊ノ森山」、「高瀬川渓谷」、

「高塚高原」及び「夏井川渓谷キャンプ場」において、風力発電機の垂直見込み角が 2°注）

を超え、眺望景観に視覚的な変化が生じる可能性があると予測した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注) 予測に際しては、表 4.3-21 に示す「景観対策ガイドライン(案)」(1981 年、UHV 送電特別委員会環境部会立地

文科会)による垂直見込角と鉄塔の見え方の知見を参考とし、垂直見込角が 2°を超える場合に、眺望景観に視覚的

な変化が生じるとして予測を行った。 
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表 4.3-20 主要な眺望景観の変化の程度の予測結果（主要な眺望点） 

 
注）No.は図 4.3-10 の図中の番号に対応する。 

風況調査地点ま
での最短距離

No 地点名称 選定手法 垂直見込角

約16km

0.6°

約7km

1.5°

約3.7km

2.7°

約13.6km

0.7°

約9.7km

1.0°

約6.4km

1.6°

約13.3km

0.8°

約8.1km

1.3°

約3.3km

3.0°

約13.9km

0.7°

約17.4km

0.5°

約1.2km

7.7°

約5.5km

1.9°

約12.7km

0.8°

約5.3km

1.9°

約12.8km

0.8°

約11.3km

0.9°

約4.7km

2.1°

約12.1km

0.8°

約11.4km

0.6°

夏井川渓谷キャンプ場 区域内

水石山公園 南
風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

文献調査

文献調査

木戸川渓谷 区域内

天神岬スポーツ公園 東

二ツ沼総合公園 東

文献調査

文献調査

ヒアリング

高塚高原 区域内

大倉山

いわきの里・鬼ケ城キャン
プ場

西

区域内

文献調査

文献調査

文献調査

高瀬川渓谷 区域内

丈六公園 東

請戸海水浴場 東

文献調査

ヒアリング

文献調査

区域内

大悲山大蛇物語公園 東

五十人山 西

文献調査

文献調査

ヒアリング

風力発電機の見え方は「やや大きく見え、景観的にも
大きな影響がある」程度となり、眺望景観に視覚的な
変化が生じる可能性があると予測する。

風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「比較的細部までよく見えるよ
うになり、気になる」程度となり、眺望景観に視覚的
な変化が生じる可能性があると予測する。

風力発電機の見え方は「輪郭がやっとわかる」程度で
あると予測する。

風力発電機の見え方は「輪郭がやっとわかる」程度で
あると予測する。

風力発電機の見え方は「十分に見えるけれど、景観的
にはほとんど気にならない」程度であると予測する。

熊ノ森山(湯舟山)

日山（天王山）

区域内

西

西葛尾村森林公園

事業実施想
定区域から
の方位

予測結果

東ヶ丘公園
風力発電機の見え方は「輪郭がやっとわかる」程度で
あると予測する。

北

高い

懸ノ森 北
風力発電機の見え方は「場合によっては気になりだ
す」、「環境融和塗装がされている場合にはほとんど
気にならない」程度であると予測する。

風力発電機の見え方は「比較的細部までよく見えるよ
うになり、気になる」程度となり、眺望景観に視覚的
な変化が生じる可能性があると予測する。

南
風力発電機の見え方は「輪郭がやっとわかる」程度で
あると予測する。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

風力発電機の見え方は「輪郭がやっとわかる」程度で
あると予測する。

低い

低い

⑭

⑲

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

視認可能性
の程度

高い

高い

高い

高い

低い

高い

低い

高い

高い

高い

高い

高い

低い

高い

高い

低い

高い

⑮

⑯

⑰

⑱

文献調査

予測地点

文献調査

ヒアリング

文献調査

ヒアリング

文献調査

⑳ 石森山ハイキングコース

室原川渓谷
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表 4.3-21 垂直見込角と鉄塔の見え方の知見 

 
出典等：「景観対策ガイドライン（案）」（1981 年、ＬＨＶ 送電特別委員会環境部会立地分科会）を使用

して作成した。 

垂直
見込角

鉄塔の見え方の知見

0.5° 輪郭がやっとわかる。季節と時間（夏の午後）の条件は悪く、ガスのせいもある。

1.0° 十分に見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがかかって見えにくい。

1.5～2°
シルエットになっている場合は良く見え、場合によっては景観的に気になり出す。シルエットに
よらず、さらに環境融和塗色されている場合には、ほとんど気にならない。光線の加減によって
は、見えないこともある。

3° 比較的細部までよく見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。

5～6°
やや大きく見え、景観的にも大きな影響がある（構図を乱す）。架線もよく見えるようになる。
圧迫感はあまり受けない（上限か）。

10～12°
めいっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方向の景観要素と
しては際立った存在になり周囲の景観とは調査しえない。

20° 見上げるような仰角にあり、圧迫感も強くなる。
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

①  景観資源及び主要な眺望点の改変の程度 

予測の結果、事業実施想定区域内において、景観資源である「室原川渓谷」、「高瀬川渓

谷」、「野上川渓谷」、「菜芦川渓谷」、「木戸川渓谷」、「浅見川渓谷」、「背戸峨廊」、「夏井川

渓谷」、「八丈石山」、「手倉山」、「三群森」、「大倉山」、「郭公山」、「五社山」、「屹兎屋山」、

「猫鳴山」、「二ッ箭山」、主要な眺望点である「熊ノ森山(湯舟山)」、「室原渓谷」、「高瀬川

渓谷」、「高塚高原」、「大倉山」、「木戸川渓谷」、「夏井川渓谷キャンプ場」が改変を受ける

可能性があり、事業の実施による重大な影響を受ける可能性がある。 

  

②  主要な眺望点からの風力発電機の視認可能性 

予備の結果、主要な眺望点のうち、「葛尾村森林公園」、「室原川渓谷」、「大悲山大蛇物語

公園」、「高瀬川渓谷」、「木戸川渓谷」、「夏井川渓谷キャンプ場」を除いた 14 地点において

風力発電機の視認可能性が高く、事業の実施による重大な影響を受ける可能性がある。 

今後、事業計画の検討にあたっては、主要な眺望点の分布状況に配慮して風力発電機の

配置計画等を検討し、主要な眺望点から風力発電機まで可能な限り距離の確保等に努める

ことで、重大な環境影響が回避又は低減されるものと評価する。 

 

③  主要な眺望景観の変化の程度 

予測結果、主要な眺望点である「熊ノ森山」、「高瀬川渓谷」、「高塚高原」及び「夏井川

渓谷キャンプ場」からの眺望景観において、一部の風力発電機の垂直見込角が 2°を超える

可能性があり、眺望景観に視覚的な変化が生じる可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環

境影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○「福島県景観条例」、「いわき市の景観を守り育て創造する条例」（いわき市以外の自治

体は除く）に留意し配置や、風力発電機等の色彩など配慮事項を検討する。 
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4.3.8 人と自然との触れ合いの活動の場 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下に示す。 

・人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、既存文献等の収集整理とした。 

 

(3)調査地域 

調査地域は、計画段階環境配慮書の「第 3 章 事業実施想定区域及びその周囲の概況」と

同じ範囲とした。 

 

(4)調査結果 

調査結果は、計画段階環境配慮書の「3.1.6 景観及び人と自然との触れ合いの活動の状況 

2 人と自然との触れ合いの活動の場の状況」に示す。 
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図 4.3-11 人と自然との触れ合いの活動の場  

出典等:「ふくしまの旅」（福島県が運営するホームページ）、「観るなび」（（公社）日本観光振興協会が運営
するホームページ）、「相双ビューロー」（福島県相双地方振興局が運営するホームページ）、「広野町」(広野

町が運営するホームページ)を参考に作成した。 
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2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下のとおりとした。 

・人と自然との触れ合いの活動の場への影響 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域と人と自然との触れ合いの活動の場の重ね合わせにより、

直接改変の程度を整理した。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

  

(4)予測結果 

予測結果は、表 4.3-22 に示す。 

人と自然との触れ合いの活動の場と事業実施想定区域の位置関係を把握した結果、「懸ノ森」

以外の人と自然との触れ合いの活動の場が事業実施想定区域に位置することから、事業の実施

により改変を受ける可能性があると予測した。 
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表 4.3-22 人と自然との触れ合いの活動の場への予測結果 

 
注）No.は図 4.3-11 の図中の番号に対応する。 

No. 名称 予測結果

① 懸ノ森
事業実施想定区域内に位置していないことから、事
業実施による影響は受けないと予測する。

② 熊ノ森山（湯舟山）
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

③ 室原川渓谷
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

④ 手倉山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑤ 高瀬川渓谷
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑥ 戸神山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑦ 十万山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑧ 大倉山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑨ 木戸川渓谷遊歩道
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑩ 五社山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑪ 浅見川渓谷
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑫ 猫鳴山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑬ 三森山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑭ 夏井川渓谷キャンプ場
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。

⑮ 二ツ箭山
事業実施想定区域内に位置していることから、事業
実施による影響を受けると予測する。
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、「懸ノ森」以外の人と自然との触れ合いの活動の場は、事業の実施による重大

な影響を受ける可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○人と自然との触れ合いの活動の分布に留意し、風力発電機の配置等を検討する。 

○風力発電機の配置等を検討するにあたって人と自然との触れ合いの活動を対象とする場

合は、関係する自治体担当課と調整を行う。 
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4.3.9 一般環境中の放射性物質 

1. 調査 

(1)調査項目 

調査項目は、以下のとおりとした。 

・空間線量の測定状況及び避難指示区域の指定状況 

 

(2)調査手法 

調査手法は、既存資料によるものとした。 

 

(3)調査地域 

調査地域は、事業実施想定区域が該当する市町村とした。 

 

(4)調査結果 

空間線量率の測定結果を表 4.3-23 に示す。また、避難指示区域の指定状況及び空間線量率

のうち、各市町村で最大値を確認した地点の位置を図 4.3-12 に示す。 

 

表 4.3-23 空間線量率の測定結果（各市町村内における最大値） 

 
出典等：「放射線モニタリング情報」（原子力規制委員会が運営するホームページ）を参考に作成し

た。測定結果は 2015 年 11 月 5 日 11 時頃のデータである。 

 

 

 

  

放射線量

市町村名

479 旧戸渡分校 0.257

137 五十人山キャンプ場 0.311

225 鉄山ダム 2.071

48 高速バス利用者駐車場 0.194

43 楢葉町　波倉 0.356

72 夜の森つつみ公園 3.206

35 村営バス停留所（貝ノ坂地区） 0.491

39 夫沢三区地区集会所 14.011

32 山田（山田農村広場） 8.458

100 小丸多目的集会所 12.050

22 野行集会所近傍 2.72

双葉町

広野町

楢葉町

浪江町

富岡町

川内村

最大値
（μSv/h）

各市町村の空間線量率
最大値の地点

各市町村の
測定地点数

葛尾村

大熊町

田村市

南相馬市

いわき市
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図 4.3-12 避難指示区域の指定及び空間線量率最大地点位置図  

各市町村における空間線量率最大地点（2015 年 11 月 5 日 11 時頃） 

注)避難指示区域は、平成 27 年 9 月 5 日時点である。 

出典等:「ふくしま復興ステーション」(平成 27 年 10 月 福島県が運営するホームページ)を使用に作成した。 
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2. 予測 

(1)予測項目 

予測項目は以下に示す。 

・空間線量率 

 

(2)予測手法 

予測手法は、事業実施想定区域が該当する市町村において、空間線量率を整理し、事業に

伴う放射性物質の飛散、拡散による影響の程度を予測した。 

 

(3)予測地域 

予測地域は、調査地域と同様とした。 

 

(4)予測結果 

福島第一原子力発電所事故における避難基準は、原子力災害対策特別措置法の規定等によ

り年間積算線量 20mSv とされており、その基準を超えるおそれがある区域が居住制限区域、帰

還困難区域に設定されている。平成 27 年 9 月 5 日時点で南相馬市、富岡町、川内村、大熊町、

双葉町、浪江町、葛尾村の一部が居住制限区域、帰還困難区域に設定されており、これら区域

における空間線量率は、夫沢三区地区集会所（大熊町）において最大であり、14.011μSv/h

であった。 

これらの区域で開発を行った場合は、放射性物質の飛散、拡散による影響や放射性廃棄物

が発生する可能性があるものと予測した。 
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3. 評価 

(1)評価手法 

評価手法は、予測結果を基に重大な影響の発生の可能性を示し、今後、事業計画を検討す

る上で配慮が必要とされる事項を整理した上で、重大な環境影響が回避又は低減されるかどう

かを評価する手法とした。 

 

(2)評価結果 

予測の結果、開発を行った場合は、放射性物質の飛散、拡散による影響や放射性廃棄物が

発生する可能性がある。 

風力発電機の配置等の検討にあたって主に以下の点に留意することによって、重大な環境

影響が回避又は低減されるものと評価する。 

○福島環境再生事務所、福島県除染対策課、産業廃棄物課、中間貯蔵施設等対策室などの

関係機関に放射性廃棄物処理の最新の情報を把握した上で、風力発電機の配置や工事計

画などを検討する。 

○造成などの建設工事の他、動植物や水質など環境調査の現地調査を行うにあたっては、

所管の労働局に必要事項を確認し、関係ガイドライン、法令を踏まえた上で実施する。
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4.4 総合的な評価 

事業実施想定区域に風力発電機を設置することによる周辺環境に与える影響を検討した結果、

事業計画での配置計画や工事工程等で配慮を行うことで、重大な環境影響は回避、低減される

ものと評価した。 

環境要素ごとの環境影響が懸念される内容と事業計画策定段階での環境配慮の概要を表

4.4-1 に示す。 

環境影響が懸念される各要素で留意すべき区域を図 4.4-1 に、関係機関との調整を要する区

域を図 4.4-2 に示す。また、既存文献や専門家等、自治体等へのヒアリングによって得られた

留意すべき地点などを図 4.4-3 に示す。また、各環境要素に含まれる項目及びこれらの図面と

の対応を表 4.4-2 にまとめた。 

なお、生態系に関し鳥獣保護区、自然公園（特別地域を除く）及び保安林については、年間

の風況が概ね把握できた段階で、上述のような配慮を行うことで風力開発を実施できる可能性

が考えられる。ただし、これらの地域を風力発電機の設置対象とする場合は、動植物の専門家

等や関係機関である福島県自然保護課や森林保全課及び所管する森林管理局と事前に調整を行

う必要がある区域として図に整理した。 

その他、配置の検討にあたっては、放射性物質の飛散・拡散の防止対策や放射性廃棄物の処

理状況について、福島環境再生事務所、福島県除染対策課等の関係機関へ最新の情報を把握し、

適切な方策を検討する。また、関係自治体の教育委員会に既知の埋蔵文化財包蔵地など分布状

況についても留意する。 
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表 4.4-1(1) 環境影響が懸念される内容と環境配慮の概要 

 

 

 

 

  

評価結果 配置等の検討にあたって留意する事項

　事業実施想定区域及びその周囲に法令で指定され
た環境基準等の類型指定区域の一部と住居等が存在
している。これらについては、騒音及び超低周波音
の影響を受ける可能性があるものの、配置等の検討
にあたって主に右記の点に留意することによって、
重大な環境影響が回避又は低減されるものと評価す
る。

○関係自治体に最新の住居等の分布状況を把握した
上で配置等を検討する。
○住居及び配慮が特に必要な施設からの距離に留意
して風力発電機の配置を検討する。ただし、止むを
得ず、近傍に風力発電機を設置する場合には、詳細
な調査や住民への十分な説明を行った上で、配置を
決定する。
○超低周波音を含めた音環境を把握し、環境基準及
び騒音等の増分量を考慮し、風力発電機の配置を決
定する。

　事業実施想定区域及びその周囲に住居等が存在し
ている。これらについては、風車の影による影響を
受ける可能性があるものの、配置等の検討にあたっ
て主に右記の点に留意することによって、重大な環
境影響が回避又は低減されるものと評価する。

○関係自治体に最新の住居等の分布状況を把握した
上で配置等を検討する。
○住居及び配慮が特に必要な施設からの距離に留意
して風力発電機の配置等を検討する。
○風車の影に関するシミュレーションを実施し、影
響範囲及び時間を定量的に把握し、風力発電機の配
置等を決定する。

　事業実施想定区域内に重要な地形及び地質（「双
葉断層」、「二ッ箭断層」、「木戸川峡谷」、「女
平」）が存在するものの、配置等の検討にあたって
主に右記の点に留意することによって、重大な環境
影響が回避又は低減されるものと評価する。

○重要な地形・地質の分布に留意し、風力発電機の
配置等を検討する。
○組立サイトの検討にあたっては、重要な地形及び
地質への影響に配慮し、大規模な造成を伴わないよ
う設計計画を検討する。

　重要な動物(21種)及び重要な生息地について、直
接改変及び施設の稼働により生息環境、生息地が変
化を受けるものの、配置等の検討にあたって主に右
記の点に留意することによって、重大な環境影響が
回避又は低減されるものと評価する。

○福島県自然保護課は、県内における動物の分布情
報を有することから、当該課に情報収集を行った上
で、対象事業実施区域を設定する。
○鳥類の現地調査を実施し、風力発電機の配置等を
検討する。検討にあたっては、主に以下の点に留意
する。
・クマタカの飛翔状況、特に探餌・採餌行動に着目
する
・希少猛禽類の生息状況
・渡り鳥の移動ルート
○専門家等へ聞き取りを行い、配置等の検討や動物
の調査期間、手法に反映する。
○樹林地では改変面積の抑制に努めるとともに、哺
乳類、両生・爬虫類、昆虫類についても詳細な調査
を実施し、風力発電機の配置等を検討する。

　重要な植物(6種)及び重要な生息地について、直接
改変及び施設の稼働により生育環境、生育地が変化
を受けるものの、風力発電機の配置等の検討にあ
たって主に右記の点に留意することによって、重大
な環境影響が回避又は低減されるものと評価する。

○現地調査を実施し、風力発電機の配置及び環境保
全措置を検討する。検討にあたっては、絶滅危惧種
等の重要な種の生育状況に留意する。
○専門家等へ聞き取りを行い、配置等の検討や動物
の調査期間、手法に反映する。
○樹林地では、改変面積の抑制に努める。
○特定植物群落や巨樹が位置することから、当該分
布状況を考慮し、風力発電機の設置場所を検討す
る。

　重要な自然環境のまとまりの場である、「重要な
ガン・カモ類の越冬地」、「自然草原」、「自然
林」、「特定植物群落」、「自然公園」、「自然環
境保全地域」、「鳥獣保護区・特別保護地区」、及
び「保安林」について、直接改変及び施設の稼働に
より変化を受ける可能性があるものの、配置等の検
討にあたって主に右記の点に留意することによっ
て、重大な環境影響が回避又は低減されるものと評
価する。

○樹林地に風力発電機を設置する場合は、改変面積
を最小限に留めるなど配慮し、自然林のような重要
な自然環境のまとまりの場を多く残存させるよう、
配慮する。
○自然林のような自然環境のまとまりの場において
動植物の現地調査を実施し、分布情報に基づき重要
なまとまりの場のうち、比較的、動植物の生息・生
育状況が多い場を残存させるよう、風力発電機の配
置等を検討する。
○風力発電機の配置等を検討するにあたって保安林
内を対象とする場合は、年間の風況が概ね把握でき
た段階で福島県森林保全課や所轄する森林管理署と
調整を行う。
○風力発電機の配置等を検討するにあたって阿武隈
高原中部県立自然公園や夏井川渓谷県立自然公園を
対象とする場合は、年間の風況が概ね把握できた段
階で福島県自然保護課と調整を行う。

環境要素

騒音及び超低周波音

風車の影

地形及び地質

動物

植物

生態系
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表 4.4-1(2) 環境影響が懸念される内容と環境配慮の概要 

 

 

  

評価結果 配置等の検討にあたって留意する事項

景観資源

　事業実施想定区域内に位置する景観資源である
「室原川渓谷」、「高瀬川渓谷」、「野上川渓
谷」、「菜芦川渓谷」、「木戸川渓谷」、「浅見川
渓谷」、「背戸峨廊」、「夏井川渓谷」、「八丈石
山」、「手倉山」、「三群森」、「大倉山」、「郭
公山」、「五社山」、「屹兎屋山」、「猫鳴山」、
「二ッ箭山」が改変の可能性があるものの、配置等
の検討にあたって主に右記の点に留意することに
よって、重大な環境影響が回避又は低減されるもの
と評価する。

主要な眺望点

　事業実施想定区域内に位置する主要な眺望点であ
る「熊ノ森山(湯舟山)」、「室原川渓谷」、「高瀬
川渓谷」、「高塚高原」、「大倉山」、「木戸川渓
谷」、「夏井川渓谷キャンプ場」が改変の可能性が
あるものの、配置等の検討にあたって主に右記の点
に留意することによって、重大な環境影響が回避又
は低減されるものと評価する。

主要な眺望景観

　「熊ノ森山(湯舟山)」、「高瀬川渓谷」、「高塚
高原」及び「夏井川渓谷キャンプ場」からの眺望景
観において、風力発電機の垂直見込角が2°を超える
可能性があるものの、風力発電機の配置等の検討に
あたって主に右記の点に留意することによって、重
大な環境影響が回避又は低減されるものと評価す
る。

　「熊ノ森山(湯舟山)」、「室原川渓谷」、「手倉
山」、「高瀬川渓谷」、「戸神山」、「十万山」、
「大倉山」、「木戸川渓谷遊歩道」、「五社山」、
「浅見川渓谷」、「猫鳴山」、「三森山」、「夏井
川渓谷キャンプ場」、「二ツ箭山」は、事業の実施
による重大な影響を受ける可能性があるものの、配
置等の検討にあたって主に右記の点に留意すること
によって、重大な環境影響が回避又は低減されるも
のと評価する。

○人と自然との触れ合いの活動の分布に留意し、風
力発電機の配置等を検討する。
○風力発電機の配置等を検討するにあたって人と自
然との触れ合いの活動を対象とする場合は、関係す
る自治体担当課と調整を行う。

  開発を行った場合は、放射性物質の飛散、拡散に
よる影響や放射性廃棄物が発生する可能性があるも
のの、配置等の検討にあたって主に右記の点に留意
することによって、重大な環境影響が回避又は低減
されるものと評価する。

○福島環境再生事務所、福島県除染対策課、廃棄物
対策課、中間貯蔵施設対策室などの関係機関に放射
性廃棄物処理の最新の情報を把握した上で、風力発
電機の配置や工事計画などを検討する。
○造成などの建設工事の他、動植物や水質など環境
調査の現地調査を行うにあたっては、所管の労働局
に必要事項を確認し、関係ガイドライン、規則を踏
まえた上で実施する。

環境要素

景
観

○福島県景観条例、いわき市の景観を守り育て創造
する条例（いわき市以外の自治体は除く）に留意
し、風力発電機等の色彩など配慮事項を検討する。

人と自然との触れ合いの活動の場

一般環境中の放射性物質
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表 4.4-2 環境影響が懸念される内容と環境配慮の概要 

 

注）図面欄の○数字は以下を示す。 

①：図 4.4-1 に示す「各環境要素で留意すべき区域」に該当する項目 

②：図 4.4-2 示す「各環境要素のうち関係機関等と調整を要する区域」に該当する項目 

③：図 4.4-3 に示す「各環境要素で留意又は調整を要する地点」に該当する項目  

① ② ③

騒音及び超低周波音、風車の影 住居から500m ○

地形・地質 典型地形 ○ ○

動物 重要な生息地 ○

重要な生育地

巨樹・巨木 ○

特定植物群落 ○ ○

ガン・カモ類の越冬地 ○

自然草原・自然林 ○

保安林 ○

自然公園（特別地域を除く） ○

自然公園特別地域 ○

自然保全地域 ○

自然保全地域特別地区 ○

鳥獣保護区 ○

鳥獣特別保護区域 ○

景観資源 ○ ○

主要な眺望点 ○

人と自然との触れ合いの活動の場 人と自然との触れ合いの活動の場 ○

図面

植物

生態系

景観

環境要素 項目

該当なし
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図 4.4-1(1) 各環境要素で留意すべき区域  
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図 4.4-1(2) 各環境要素で留意すべき区域（凡例は図 4.4-1 に準じる）  
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図 4.4-1(3) 各環境要素で留意すべき区域（凡例は図 4.4-1 に準じる）  
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図 4.4-2(1) 各環境要素のうち関係機関と調整を要する区域  
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図 4.4-2(2) 各環境要素のうち関係機関と調整を要する区域 

（凡例は図 4.4-2（1）に準じる）  
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図 4.4-2(3) 各環境要素のうち関係機関と調整を要する区域 

（凡例は図 4.4-2(1)に準じる） 
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図 4.4-3 各環境要素で留意又は調整等を要する地点 
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